仕　様　書

１　業務名称　　令和７年度「城東区ミニ・マラソン大会」「城東区小学校駅伝大会」
　　　　　　　　開催にかかるコース警備業務委託

２　実 施 日　　令和８年２月１日(日)

３　配置時間　　午前９時００分 ～ 午後１時００分

４　集合場所　　関目東小学校　南門内 大会本部（城東区関目４－１２－１５）
５　配置場所　　城北川遊歩道　新森小橋周辺～今福北橋周辺の遊歩道出入口
　　　　　　　　※別紙１参照
６　配置人員　　下記「７」主要業務に掲げる業務を遂行可能な人員
　　　　　　　　※別紙１参照
７　履行期限　　令和８年２月４日（水）
８　主要業務　　本業務は、次の作業を行う。
（１）統括責任者（警備実務担当者兼務可）の設定・配置
（２）本大会開催に関する当日の警備関連業務
（ア）午前８時３０分までに上記「４」記載の集合場所に参集する。
（イ）必要物品を受け取り、本市職員から本業務にかかる最終説明を受けた後、　指定された従事場所へ移動する。
（ウ）集合場所(開会式・閉会式会場)・スタート・ゴール周辺、大会コース上における「参加選手」「応援者」「歩行者」「自転車を手押しする歩行者」にかかる誘導、案内及び安全の確保
※　本大会コースの城北川遊歩道は、歩行者専用道路であり常時「自転車走行」は禁止である。
※　乗車・走行する自転車を発見した場合（遊歩道外から遊歩道内へ入場しようとする自転車を含む）、歩行者専用道路であることを告げ、遊歩道外へ誘導しコースの安全を確保する。
※　遊歩道外への誘導に理解が得られない場合は、降車のうえ手押し歩行での通行を働きかける。
※　適宜、歩行者や応援者等に走者の接近を告げて注意喚起を行う。

（エ）苦情、急病・怪我等の申し出があった際、申し出内容を聞き取り、大会関係者へ報告し引き継ぐ。
（オ）大会関係者が緊急車両等を要請した場合等は、その動線と安全を確保する。
（３）警備関連業務遂行にかかる備品・看板等の移動・設置業務
（４）その他、本業務遂行上必要と認める業務
９　派遣する警備員について

（１）警備員の選考にあたっては、業務を遂行する能力を有する者で、警備業法に

規定する教育を受けた職員とする。

（２）警備員は、業務の内容判断ができる技術力及び必要な技能を有し、実務経験

のある者を配置すること。

（３）警備責任者は、警備業務を現場で総括するにふさわしい経験等を有する者を

選任すること。

（４）警備員が着用する制服については、来場者に威圧感・不快感を与えないもの

とすること。

（５）警備員は、勤務中に知り得た秘密を第三者に漏らしてはならない。なお、退

職後も同様とする。

（６）従事する警備員が不適格だと判断したときは速やかに他の者と交替させなけ

ればならない。
10　教育指導の義務

（１）従事する警備員に対し、業務実施に必要な教育を行うとともに、随時業務を

査察し、指導すること。

（２）業務中は言動に注意し、参加選手、応援者、歩行者等に不快感を与えない

こと。
11　緊急時等の対応

　　　緊急事態発生の場合は、迅速かつ的確な措置を講ずるとともに、本市担当者に直ちに報告し、職員と協力して対処すること。

　　　また、必要な場合は警察、消防機関への通報を行うとともに他の警備員に対して応援を求め、警備員を派遣すること。

　　　なお、事態収束後は文書により報告すること。

12　業務の報告

　　　業務完了後、業務完了届を提出すること。
13　経費の負担

　　　本業務にかかる人件費及び使用する制服・用具の一切は、受注者の負担とする。
　　　ただし、地震・風水害・降雪・事件・事故等により、開催の延期・中止・縮小する場合は、本市と受注者で協議のうえ、契約期間もしくは委託料を変更する契約変更を行う。
なお、契約変更の結果、経費の精算が必要である場合は、係る費用を支払うも
のとする。
14　再委託の禁止
（１）本委託業務における「主たる部分」とは次の各号に掲げるものをいい、受注
者はこれを再委託することはできない。
ア、委託業務における総合的企画、業務遂行管理、業務の手法の決定及び技術的判断等
（２）受注者は、コピー、ワープロ、印刷、製本、トレース、資料整理などの簡
易な業務の再委託にあたっては、発注者の承諾を必要としない。
（３）受注者は、第１項及び第２項に規定する業務以外の再委託にあたっては、
書面により発注者の承諾を得なければならない。
（４）受注者は、第３項の規定により再委託した業務の一部を再委託先事業者又
は再委託先事業者からさらに委託を受ける者等（以下「再委託先等」という）から発注者及び再委託先等以外の第三者に委託（以下「再々委託等」という）するにあたっては、業務の履行体制について書面により発注者の確認を受けなければならない。

（５）地方自治法施行令第167条の２第１項第２号の規定に基づき、契約の性質又
は目的が競争入札に適さないとして、随意契約により契約を締結した委託業務においては、発注者は、前項に規定する承諾の申請があったときは、原則として業務委託料の３分の１以内で申請がなされた場合に限り、承諾を行うものとする。ただし、業務の性質上、これを超えることがやむを得ないと発注者が認めたとき、又は、コンペ方式若しくはプロポーザル方式で受注者を選定したときは、この限りではない。
（６）受注者は、業務を再委託及び再々委託等（以下「再委託等」という。）に付
する場合、書面により再委託等の相手方との契約関係を明確にしておくとともに、再委託等の相手方に対して適切な指導、管理の下に業務を実施しなければならない。
なお、再委託等の相手方は、大阪市競争入札参加停止措置要綱に基づく停止措置期間中の者、又は大阪市契約関係暴力団排除措置要綱に基づく入札等除外措置を受けている者であってはならない。
また、大阪市契約関係暴力団排除措置要綱第12条第３項に基づき、再委託等の相手方が暴力団員又は暴力団密接関係者でない旨の誓約書を特記事項第３項及び第４項に規定する書面とあわせて発注者に提出しなければならない。
15　その他

（１）業務実施に先駆け、当日までに本市担当職員と業務実施体制について十分協議する場を設けること。また、本仕様書に明記されていない事項についても協議のうえ、可能なかぎり実施すること。
　（２）警備員は、常にイベントスタッフと協力し、適切な対応を行うこと。
16　特記事項

（１）　この契約の履行にあたって個人情報及び業務に係るすべてのデータ（以下「個人情報等」という。）を取り扱う場合は、市民の個人情報保護の重要性に鑑み大阪市個人情報保護条例（平成７年大阪市条例第11号。以下「保護条例」という。）の趣旨を踏まえ、その漏えい、滅失、き損等の防止その他個人情報等の保護に必要な体制の整備及び措置を講じなければならない。

知りえた個人情報は業務執行以外には使用してはならない。また、業務執行に係る個人情報を第三者に提供してはならない。

（２）委託目的物の処理を第三者に委託してはならない。ただし、本市の承諾を得たときはこの限りではない。

（３）この契約の履行に際して、大阪市暴力団排除条例及び大阪市暴力団排除条例施行規則の趣旨を踏まえ、別紙事業請負見積書記載の「暴力団等の排除に関する特記事項」を遵守すること。

（４）その他、この仕様について疑義が生じた場合は、本市の解釈とする。
17　問合せ先

　　　城東区役所 市民協働課（市民活動支援グループ）　担当者　横谷・森・青野
　　　〒536-8510　大阪市城東区中央３－５－４５
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